
宝塚市立光明小学校３年生環境体験学習支援 

「生きものつながりたんけんたい」春季編 

 

日時：平成２７年５月１９日（火） １０：００～   天候：曇り時々晴れ 

場所：兵庫県立有馬富士公園 

目的：この季節には草や木、花や虫や鳥など植物・動物のいろいろ生きる姿を観察します。 

生きものどうし、食べたり食べられたり、どんなつながりがあるのでしょう。 

対象：３年生１クラス３８名 

   （担任：堂山先生 付添いの先生３名） 

ＭＮＣスタッフ：１９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７年度最初の校外へ出ての自然環境観察学習です。今回の春と、夏は川に入り、秋は市立自然の家、

冬は武庫川で野鳥観察の予定が有ります。 

四季を通して、生きものの生きている姿から、生きものどうしがどのようにつながっているかを観察し

体感して、自然について学習します。 

 

スケジュール 

９：００：ＭＮＣスタッフはＪＲ新三田改札口に集合 タクシーに分乗し有馬富士公園へ 

９：３０：児童は貸切バスで有馬富士公園に到着（トイレ・休憩） 

１０：００：パークセンター前で各班別に整列し、はじめの挨拶・諸注意 

１０：１０：班ごとに自己紹介して、生きもの観察に出発 

      ホオノキ（パークセンター裏）→出会いの広場→花の道→花の講堂→野鳥観察シェルター 

→ターザン広場→ササ藪の迷路→カエル池→ターザン広場→茅葺の東屋→草地の生態園 

→水辺の生態園→水辺の講堂 

１２：００：昼食 児童の感想発表  

草や虫の名前を調べる。テントウムシとアゲハチョウの幼虫・成虫の観察 



１３：００：自然学習センターへ出発（地図上５９→１４→２７） 

１３：４０：自然学習センターでの行動注意、自由見学 

１４：３０：今日のまとめ・感想発表・終わりの挨拶 

 

☆生きものつながりたんけん へ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

① バスが到着          ②班ごとに座って         ③出発前に注意！ 

観察は身体の五感を使って（見る・聞く・臭う・触る・味わう）観ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

④センター裏のホウノキ      ⑤鳥の声が聞こえた        ⑥何の幼虫かな 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ササ藪の迷路          ⑧カエルはいるかな     ⑨水路に子ガメやオタマジャク

シ 

 

 

 

 

 

 

⑩楽しいお昼ごはん      ⑪トンボをとりたいな        ⑫ザリガニがとれたよ 

 

 



    

 

 

 

 

 

 

⑬学習センターに着いた     ⑭背中に乗ったぞ        ⑮お別れ・次は夏の学習で 

 

☆児童の皆さんの感想☆ 

＊いろいろな虫など生きものが沢山見ることができた。 

＊カエルを手でつかんだら、ぬるっとしていた。 

＊ホタルガの幼虫が見れて良かった。 

＊ザリガニを飼ってみたい。 

＊テントウムシが飛び出すのがおもしろかった。 

そのほか活発な感想が聞けました。 

 

☆報告者所感☆ 

昨夜来の雨が気懸かりでしたが当日の集合時間には曇り空、天候は良い方向に向かい所により足元が悪

い場所もありましたが、児童の皆さんと楽しむことができました。植物にも興味を示しますが、虫取り

網や虫かごを持つと動く生きものに関心が行きます。生きものをそれほど怖がる男児も女児も見受けま

せんでした。それでも危険な生き物はいますので、スタッフは児童の安全に注意を払いました。 

野外では児童の皆さんは張り切って元気いっぱいに楽しみ、生きものの様子を観察する学習の目的は達

することができ、無事に児童とさよならしました。 

スタッフは１年間同じ班を担当し、担当の児童とも親しみを深めていきます。夏季は仁川・広河原で川

に棲む生きものを観察します。 

 

文・写真/木村(俊)、編集/高山 

 


